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「
栽
櫻
記
」
ま
で
は
す
べ
て
漢
文
で
綴
ら
れ
、
江

北
の
人
々
の
文
化
水
準
の
高
さ
を
披
露
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
こ
の
あ
と
短
歌
・
俳
句
と
続
い
て
い
る
。

※
　
（
　
）
内
は
筆
者
注
記

熊
谷
堤
に
櫻
を
植
え
し
事
に
つ
き
て

江北二丁目の五色堤公園内にある栽棲記碑

「昭代楽事」所収の栽櫻記を掲げた石碑（写真右側）。江北二丁目57番から現在地に移転。

責讐僧軌の人々ミニ±＿云
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歌
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歌
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歌

短
歌

短
歌

短
歌

短
歌

短
歌

短
歌

二
首

錦
織

藤
田

（
短
歌
前
文
）

瓢
　
在
東
京

信
　
在
千
住

江
北
村
式
千
弐
百
卜
L
ハ
間
．
．
．
合
」
．
．
勺

内
新
井
村
壱
千
間

櫻
樹
総
数
二
．
千
式
百
式
拾
正
本

左
種
類
如

（
L
八
種
類
の
名
前
を
す
べ
て
掲
げ
て
い
る
）

有
志
者
醸
金
及
人
名
　
（
人
名
略
）

短
歌
　
二
百

短
歌

俳
句
前
文
付
き
　
（
丘
句
）

其
彰
、
華
遊
、
悦
子
、

清
水
勇
太
郎
　
在
千
住

松
原
　
　
新
　
千
住
人

市
川
　
翠
雪
　
江
北
人

吉
田
　
松
軒
　
在
江
北

藤
井
　
東
郁
　
江
北
人

瀧
口
　
臨
海
　
在
江
北

清
水
　
江
北
　
江
北
人

佐
藤
九
「
九
　
江
北
人

小
宮
　
幾
世
　
江
北
入

江
川
　
井
蛙
　
江
北
人

荘
　
　
久
子

佐
藤
益
太
郎
翁
妻

尾
ヒ
　
眞
路
　
埼
玉
人

岡
田
健
次
郎
　
埼
玉
人

梅
子
、
江
北
　
（
二
句
）
、

元
鹿
濱
村

元
鹿
濱
新
田

元
加
賀
皿
沼
村

▲
几
堀
之
内
村

▲
几
沼
田
村

元
宮
城
村

元
小
台
村

元
高
野
村

．
几
本
木
村

一
几
頃
家
相

（
丘
六
名
　
六
八
－
＝
J
。
．
袷
銭
）

（
一
八
名
　
九
日
に
銭
）

（
．
．
．
．
名
　
L
H
弐
拾
銭
）

（
一
ヒ
名
　
▲
．
九
日
に
姶
銭
）

（
二
八
名
　
九
日
）

（
▲
．
（
∪
名
一
．
．
〓
）

（
六
名
　
　
　
二
由
り
什
齢
銭
）

（
正
目
）

（
円
拾
円
）

（
▲
▲
名
　
二
円
）

雲
樵
　
（
三
句
）
、
一
．
一
省
、
福
ハ
内
、
松
花
、
積
雪
、

祐
宣
、
小
天
狗
、
猷
宙
、
小
石
、
松
月
、
芳
樹
、

豊
詠
、
三
省
　
（
▲
1
句
）
、
香
山
、
霞
山
、
竹
麿
、

如
一
、
野
生
、
笑
山
、
狸
楽
、
柳
男
、
芳
笑
、

義
詮
、
二
徳
、
祐
盲
、
梅
賀
、
金
羅

昭
代
楽
事
畢
（
こ
こ
ま
で
で
本
文
は
終
わ
る
）

昭
代
楽
事
践
　
明
治
什
四
年
六
月
　
文
荘
石
川
康
夫

昭
代
楽
事
日
銭
明
治
什
四
年
六
月
　
淡
如
清
水
謙
吾

（
抜
文
は
再
び
漢
字
で
、
序
文
と
同
じ
に
や
や
大
き

め
の
活
字
が
使
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
興
味
深
い
次

の
　
「
付
録
」
が
続
い
て
い
る
）
。

付
録

自
江
北
至
西
新
井
、
堤
良
一
二
千
弐
百
弐
拾
六
間
∵
▲
合

三
勺内

総
計
金
額
弐
百
九
拾
丘
円
也

（
総
計
金
額
は
計
算
し
て
み
る
と
合
わ
な
い
）

以
L
が
「
昭
代
楽
事
」
　
の
全
項
日
次
で
あ
る
っ

何
よ
り
注
目
し
た
い
の
は
、
江
北
村
の
人
々
の
文

学
作
品
集
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

江
北
文
化
の
水
準
を
示
し
、
桜
へ
の
川
心
い
を
込
め

た
こ
の
一
冊
は
、
今
日
風
に
言
え
ば
「
村
お
こ
し
」

の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
も
あ
っ
た
と
思
え
る
。
か
つ
て

の
賑
わ
い
を
伝
え
聞
く
に
つ
け
、
「
時
の
人
々
の
旺

盛
な
息
吹
き
は
、
や
は
り
村
長
自
ら
の
活
動
に
刺
激

さ
れ
た
か
ら
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

江
北
か
ら
本
木
ま
で
、
今
で
は
高
速
道
路
の
卜
に

な
っ
て
い
る
が
、
延
々
と
桜
が
咲
く
光
景
を
思
い
描

く
だ
け
で
も
心
が
浮
き
浮
き
し
て
く
る
。

「
付
録
」
　
に
記
録
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば

汀
北
村
地
内
に
二
　
▲
．
．
六
本
、
本
木
村
地
内
に
は
一

〇
〇
〇
本
が
植
え
ら
れ
た
と
い
う
計
算
に
な
る
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
江
北
村
関
係
の
人
々
の
醸
金
が
圧
倒

的
で
あ
る
こ
と
は
、
「
江
北
の
桜
」
　
と
も
言
わ
れ
る

所
以
で
あ
ろ
う
か
。
今
年
も
ま
た
桜
は
人
々
の
日
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。
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最
後
に
な
る
が
貴
重
な
本
資
料
を
保
存
さ
れ
て
い

た
堀
内
邦
二
氏
に
誌
上
よ
り
敬
意
を
表
す
る
次
第
で

（
足
立
史
談
会
会
員
）

第
1
回
（
本
誌
三
九
五
号
）
　
の
訂
正

3
頁
2
2
行
目
～
2
4
行
目
の
「
　
こ
こ
に
掲
げ
た

の
は
…
」
の
1
段
落
を
次
の
一
文
に
差
し
替
え

て
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
編
集
部
）

（
江
北
橋
た
も
と
の
土
手
下
の
記
念
碑
に
刻
ま

れ
た
文
章
。
記
念
碑
は
現
在
五
色
堤
公
園
に
移

設
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
す
べ
て
漢
文
で
あ

る。）
※
記
念
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る
の
は
　
「
栽
櫻
記
」

の
文
章
の
み
で
あ
る
。

千
葉
佐
郡
の
墓

～
千
住
の
千
葉
灸
創
始
者
～

国
　
井
　
修
一

千
葉
佐
那
は
、
司
馬
遼
太
郎
の
小
説
『
竜
馬
が
ゆ

く
』
な
ど
に
も
登
場
し
、
北
辰
一
刀
流
宗
家
・
千
葉

周
作
の
弟
定
吉
の
次
女
と
し
て
生
ま
れ
、
そ
の
流
儀

を
収
め
つ
つ
、
子
弟
を
育
成
し
、
明
治
維
新
史
で
著

名
な
坂
本
龍
馬
の
許
婚
者
で
あ
っ
た
こ
と
で
有
名
な

人
物
で
あ
る
。

佐
那
の
生
年
月
日
は
一
八
三
八
（
天
保
九
）
年
三

月
五
日
。
剣
術
の
師
匠
と
い
う
家
柄
か
ら
か
、
幼
少

の
頃
よ
り
薙
刀
等
を
よ
く
し
、
十
四
歳
で
北
辰
一
刀

流
免
許
皆
伝
を
受
け
た
と
一
般
に
い
わ
れ
て
い
る
。

幕
末
、
坂
本
龍
馬
が
、
父
定
吉
の
主
催
す
る
桶
町
千

柔
道
場
（
現
在
中
央
区
）
　
に
入
門
し
て
い
た
頃
に
は
、

龍
馬
と
対
戦
⊥
七
と
い
う
逸
話
も
残
さ
れ
て
い
る
。

維
新
前
後
に
は
、
宇
和
島
伊
達
家
の
政
子
姫
等
に
武

術
一
般
を
教
え
た
と
生
前
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
佐

那
本
人
が
語
っ
て
い
る
（
山
本
節
「
坂
本
龍
馬
氏
の

未
亡
人
を
訪
ふ
」
『
女
学
雑
誌
』
　
三
五
二
号
、
明
治

二
六
年
九
月
三
日
）
。

そ
う
し
た
、
剣
術
を
は
じ
め
武
術
一
般
を
体
得
し

て
い
た
佐
那
は
、
そ
の
後
、
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）

年
に
、
千
住
中
組
土
手
下
（
旧
掃
部
宿
伯
楽
横
丁
・

現
足
立
区
千
住
仲
町
）
　
に
灸
を
専
門
と
す
る
治
療
院

「
中
風
見
分
諸
病
灸
活
院
」
を
開
い
た
　
（
「
千
葉
の
名

灸
」
『
毎
日
新
聞
』
明
治
三
六
年
）
。
こ
の
灸
治
院
に

つ
い
て
は
、
本
誌
で
も
丸
山
宏
氏
に
よ
り
か
つ
て
紹

介
さ
れ
　
（
「
千
住
仲
町
二
十
九
番
地
」
『
足
立
史
談
』

二
四
号
）
、
「
千
葉
の
名
灸
・
千
葉
灸
治
院
」
と
し
て
、

佐
那
没
後
も
、
近
年
に
至
る
ま
で
開
業
が
つ
づ
け
ら

れ
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
千
住
二
丁
目
に
あ
る
慈

眼
寺
刀
自
の
話
に
よ
れ
ば
、
戦
前
は
灸
治
院
の
外
に

ま
で
並
ん
で
そ
の
効
を
頼
っ
て
く
る
人
が
多
か
っ
た

と
い
う
。

佐
那
が
開
業
し
て
い
た
当
時
か
ら
、
中
風
に
よ
く

効
き
、
人
気
が
高
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
当
時
、

そ
こ
を
訪
れ
た
人
に
、
甲
府
の
人
で
、
自
由
民
権
運

動
家
と
し
て
著
名
な
小
田
切
謙
明
が
い
た
。
佐
那
は
、

謙
明
が
亡
く
な
っ
た
時
に
、
甲
府
の
小
田
切
家
に
行

き
、
夫
人
の
豊
次
の
家
政
整
理
を
も
手
伝
っ
て
お
り
、

豊
次
と
も
親
し
か
っ
た
よ
う
だ
　
（
山
本
節
前
掲
書
）
。

そ
の
後
も
、
佐
那
は
、
千
住
の
灸
治
院
経
営
を
続

け
て
い
た
が
、
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
一
〇
月

一
五
日
に
、
同
院
で
亡
く
な
っ
た
。
甲
府
市
の
清
運

寺
に
伝
わ
っ
て
い
る
話
に
よ
れ
ば
、
豊
次
は
佐
那
が

亡
く
な
っ
た
時
に
ど
う
い
う
訳
か
、
自
家
の
墓
地
内

に
佐
那
の
墓
を
建
て
た
。
こ
の
墓
が
、
現
在
、
清
適

寺
・
小
田
切
家
墓
所
内
に
あ
る
千
葉
佐
那
の
墓
で
あ

り
、
立
派
な
自
然
石
で
墓
碑
の
裏
に
「
坂
本
龍
馬
室
」

と
彫
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
一
般
的
に

は
こ
こ
に
、
佐
那
の
遺
骨
も
埋
葬
さ
れ
て
い
る
と
み

る
む
き
も
あ
る
。
し
か
し
、
清
運
寺
に
よ
れ
ば
、
こ

の
墓
に
佐
那
の
遺
骨
が
入
っ
て
い
る
か
ど
う
か
わ
か

ら
な
い
と
い
う
疑
問
を
示
し
て
お
り
、
佐
那
の
墓
は
、

別
に
も
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

八
柱
霊
園
（
千
葉
県
松
戸
市
）
を
調
査
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
同
霊
園
内
の
谷
中
霊
園
分
無
縁
塚
に
あ
る

『
谷
中
霊
園
合
葬
者
名
簿
』
　
に
千
葉
佐
那
に
つ
い
て

の
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
っ
た
。

【
史
料
】

る
可
能
性
の
方
が
高
い
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
千
葉
佐
那
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
、

そ
の
遺
骨
が
埋
葬
さ
れ
た
墓
所
の
所
在
す
ら
、
風
説

で
語
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
坂
本
龍
馬
の

許
婚
者
と
さ
れ
、
有
名
で
あ
る
た
め
か
、
そ
の
逸
話

な
ど
は
豊
富
で
あ
る
が
、
墓
所
の
こ
と
以
外
に
も
風

説
で
作
ら
れ
た
話
も
多
く
、
な
か
な
か
本
当
の
事
績

が
わ
か
り
に
く
い
女
性
で
は
あ
る
が
、
今
後
も
彼
女

の
事
を
追
い
続
け
て
い
き
た
い
。

【
追
記
】
　
こ
の
文
章
を
お
読
み
の
方
で
明
治
．
．
1
．

年
代
の
千
住
仲
町
の
地
図
を
お
持
ち
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
是
非
、
足
立
史
談
会
ま
で
御
連

絡
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
（
足
立
史
談
会
会
員
）

性

女こ
れ
に
よ
っ
て
、
千
葉
佐
那
は
、
死
後
、
一
八
九

六
（
明
治
∴
九
）
年
一
〇
月
一
九
日
に
谷
中
墓
地

（
の
ち
に
霊
園
）
に
土
葬
で
埋
葬
さ
れ
た
こ
と
、
佐

那
の
末
妹
は
ま
の
夫
、
熊
本
庄
之
助
が
墓
地
所
有
者

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
『
谷
中
霊

園
合
葬
者
名
簿
』
に
は
、
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）

年
三
月
三
日
申
請
、
同
年
三
月
六
日
許
可
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
同
年
に
、
千
葉
佐
那
の
墓
も
八
柱
霊
園

（
現
在
千
葉
県
松
戸
市
）
内
の
谷
中
霊
園
分
無
縁
塚

に
改
葬
・
合
葬
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
従
来
、
唯
一
の
千
葉
佐
那

の
墓
と
思
わ
れ
て
い
た
甲
府
・
活
運
寺
の
千
葉
佐
那

の
墓
と
は
別
に
、
谷
中
墓
地
に
も
建
て
ら
れ
、
戦
後
、

八
柱
霊
園
に
改
葬
・
合
葬
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
ま
た
、
千
葉
佐
那
は
死
後
、
す
ぐ
に
谷
中

霊
園
に
「
土
葬
」
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
甲
府
・

清
運
寺
の
千
葉
佐
那
の
墓
に
は
遺
骨
が
埋
葬
さ
れ
て

い
る
可
能
性
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
、
遺

髪
や
、
佐
那
ゆ
か
り
の
品
々
な
ど
が
納
め
ら
れ
て
い

郷
土
博
物
館
複
写
収
集
資
料
か
ら
⑧

ヤ
ッ
チ
ャ
バ
の
成
立
年
代
記
録

千
住
河
原
町
に
あ
っ
た
ヤ
ッ
チ
ャ
バ
の
成
立
は
い

つ
頃
で
あ
ろ
う
か
。
同
町
の
稲
荷
神
社
の
境
内
に
は

明
治
3
9
年
（
一
九
〇
六
年
）
　
に
建
立
さ
れ
た
「
千
住

青
物
市
場
創
立
二
百
三
十
年
祭
紀
年
碑
」
が
あ
る
。

こ
の
碑
文
の
二
二
〇
年
を
単
純
に
逆
算
す
る
と
青
物

市
場
す
な
わ
ち
ヤ
ッ
チ
ャ
バ
は
天
か
4
年
　
（
一
行
L

六
年
）
　
に
開
設
さ
れ
た
こ
と
と
な
る
。
と
こ
ろ
で
、

こ
の
碑
文
の
年
代
を
裏
付
け
る
文
献
資
料
の
検
討
は

進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
こ
で
研
究
を

進
め
る
契
機
と
し
て
、
今
回
は
ヤ
ッ
チ
ャ
バ
の
成
立

を
物
語
る
資
料
を
紹
介
す
る
。

千
住
の
故
福
島
憲
太
郎
氏
は
、
ヤ
ッ
チ
ャ
バ
の
資

料
を
精
力
的
に
収
集
さ
れ
た
先
学
で
あ
り
、
本
コ
ー

ナ
ー
で
も
お
馴
染
み
。
氏
の
収
集
資
料
の
う
ち
に

『
千
住
青
物
市
場
規
約
簿
他
』
　
と
題
さ
れ
た
簿
榊
が

あ
る
。
こ
の
簿
冊
は
計
二
八
点
の
文
書
が
収
録
さ
れ

て
い
る
。
幸
い
な
こ
と
に
、
そ
の
中
に
書
物
巾
場
の

成
立
に
つ
い
て
触
れ
た
文
書
が
あ
る
。
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■
資
料
　
明
治
3
0
年
（
一
八
九
七
年
）
　
3
月
　
市
場

継
続
願
認
可
書
（
写
）
所
収
「
食
品
市
場
設
立
ノ
事

由
」
よ
り‖

　
食
品
市
場
設
立
ノ
事
由

一
、
抑
々
当
市
場
設
立
ノ
端
緒
ヲ
尋
ヌ
ル
こ
、
往

昔
、
天
正
年
間
、
千
住
・
荒
川
ノ
如
キ
尚
ホ
渡

船
ニ
テ
往
来
セ
シ
頃
ヨ
リ
萌
芽
シ
、
江
戸
市
中

ノ
繁
栄
二
赴
ク
ニ
伴
ヒ
、
当
所
モ
亦
人
家
漸
ク

桐
密
ト
ナ
リ
、
文
禄
年
間
始
メ
テ
荒
川
架
橋
セ

ラ
レ
タ
ル
頃
ニ
ハ
、
既
二
疏
菜
市
場
ノ
開
設
ア

二
五
九
六
年
～
一
六
二
四
年
）

り
タ
リ
。
慶
長
・
元
和
ノ
間
二
至
り
、
創
テ
河

原
町
卜
称
シ
、
市
場
公
許
ヲ
得
、
爾
来
、
軒
ヲ

連
ネ
、
業
ヲ
営
ミ
、
年
ヲ
逐
ヒ
テ
隆
盛
卜
相
成
、

本
郡
ヲ
始
ト
シ
、
上
総
・
下
総
・
常
陸
等
、
沿

道
各
地
ヨ
リ
輸
送
ノ
疏
菜
・
果
物
及
乾
物
等
、

市
場
二
転
榛
シ
、
旧
記
及
故
老
ノ
説
二
徴
ス
ル

ニ
徳
川
時
代
弐
百
有
余
年
間
、
当
市
場
ハ
、
商

業
冥
加
金
ト
シ
テ
御
用
品
調
進
ノ
命
ヲ
蒙
り
、

其
ノ
御
用
損
卜
称
シ
、
毎
年
莫
大
ナ
ル
損
失
ヲ

負
担
シ
来
レ
リ
ト
云
フ
。
明
治
維
新
以
来
、
地

利
宜
シ
キ
ヲ
得
、
交
通
至
便
ナ
ル
ニ
ヨ
リ
、
当

市
場
二
於
テ
取
扱
フ
商
品
ノ
数
量
ハ
、
他
の
同

業
市
場
二
冠
絶
ス
。

明
治
二
年
小
菅
県
庁
ノ
御
免
許
ヲ
受
ケ
、
其
後

明
治
拾
二
年
壱
月
二
十
九
日
、
東
京
府
庁
ノ
御

聴
許
ヲ
蒙
り
、
以
テ
現
今
二
至
レ
リ
。

天
正
・
文
禄
以
来
、
今
二
至
ル
マ
デ
星
霜
ヲ
経
ル

コ
ト
大
凡
参
百
有
余
年
、
連
綿
市
場
ノ
名
称
フ
。

御
免
許
有
之
候
当
市
場
ノ
来
歴
、
上
述
ノ
如
シ
、

依
而
今
般
食
品
市
場
取
締
規
則
御
発
令
二
就
テ

ハ
、
食
品
市
場
ト
シ
テ
、
御
認
可
ヲ
蒙
り
度
、

請
願
仕
候
義
二
御
座
候
。
　
　
　
　
（
以
上
）

◆◇◆あだちの稲作（2）◆◇◆

－　畦塗り・肥蒔き　－

荻　原　ちとせ

あだち田んぼくらぶでは、用水路の通水に先だって4月15日に畦塗りの作業を行いました。田んぼくらぷではス

コッづも使い、畦を塗るというより土を盛り上げたといった感じでしたが、本来は鍬の背で田泥を押しつけるよう

にして文字通り丁寧に畦を塗ります。こうして畦の補修をし水漏れを防ぐのです。

平坦に見える水田地帯でも微妙な高低があり、それぞれの田に順番に用水力帽くようになっています。田と田か

つながっている場合、下方の畦にその田の持ち主の所有権（管理義務）かあります。他人の畦を大切にして壊さな

いようにすることはもちろん、自分の畦はしっかり管押する必要があります。

足立区周辺地域ではあまりないようですか、山間部のいわゆる棚田などでは畦に大豆を蒔く畦豆作りか熱心に行

われました。こうした畦豆を集めると、その家で使う一年分の味噌をまかなえるほどの量になったといい、畦は作

付け地としても重要な場所となっていました。

水田の元肥として、足立区周辺は下肥を使いました。下肥は農家がHを決めて台東区、江東区、あるいは丁イ主な

どの町場の家へ汲み取りに行きましたが、その他おわい船が大量に輸送する場合もありました。町場の下肥は近郊

農村の農業肥料としてうまくリサイクルされていたのです。田んはくらぷの水LUのある流Ilt市北小屋では、江戸川

を上ってきたおわい船の下肥を利用していたそうです。

田に下肥を蒔くに先立って、セマを切るという什事が行われます。これは、田を歩幅で計って升目状に区切り、

目印として藁をさす作業です。広い田に目安なしで下肥を蒔くと、肥料の厚いところ薄いところかできてしまいま

す。田をいくつかに区切りそこに肥桶で何荷入れるかを決めることによって、下肥の蒔きムうをなくすのか目的です。

畑に接する田は肥料分が濃いなどと田によって地力に差があり、こうした土地の個々の状態に応してセマの切り

方は変える必要があります。そのためこの仕事は土地を熟知したその家の主人が行うことが一般的でした。

田んはくらぷでは、元肥としてEMポカシを使いました。これは生∃三などをポカシ菌で発酵させたものです。

新しいリサイクル有機肥料として注目されているものです。（当館学芸員）

畦塗り作業に見え
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■
資
料
上
に
見
え
る
成
立
年
代
　
こ
の
文
書
は
表
題

に
あ
る
よ
う
に
明
治
3
0
年
（
一
八
九
七
年
）
食
品
市

場
に
関
す
る
新
た
な
法
律
の
施
行
に
伴
っ
て
、
食
品

市
場
の
認
可
を
受
け
る
た
め
作
成
さ
れ
た
。
作
成
者

は
南
足
立
郡
千
住
青
物
市
場
組
合
総
代
で
末
尾
に
三
四

名
の
連
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
提
出
先
は
警
視
総
監

で
、
請
願
は
同
年
壱
月
三
十
日
に
認
可
さ
れ
た
。

さ
て
、
肝
心
の
ヤ
ッ
チ
ャ
バ
こ
と
青
物
市
場
の
成

立
年
代
だ
が
、
文
面
を
見
る
と
天
正
年
間
に
は
市
場

の
前
身
が
生
ま
れ
て
お
り
（
問
屋
？
）
、
文
禄
年
間

に
は
疏
菜
市
場
が
誕
生
、
慶
長
か
ら
元
和
の
頃
に
は

市
場
設
立
の
「
公
許
」
を
得
た
と
記
し
て
い
る
。
年

代
は
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
の
初
め
頃
で
一
六
世
紀
末

～
一
七
世
紀
初
頭
と
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
資
料
が
入
っ
て
い
る
簿
冊
の
、

（
∴
ハ
八
八
年
～
一
七
〇
四
咋
）

他
の
文
書
に
は
「
元
禄
年
間
当
所
二
青
物
市
場
御
免

ノ
当
時
ヨ
リ
、
数
代
連
綿
ト
シ
テ
、
此
営
業
ヲ
相
続

シ
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
（
「
千
住
青
物
市
場
　
蓮

根
・
慈
姑
問
屋
特
約
」
）
。
こ
ち
ら
の
文
書
を
信
頼
す

れ
ば
青
物
市
場
設
置
許
可
は
、
前
出
の
慶
長
・
元
和

年
間
か
ら
約
九
〇
年
新
し
い
一
八
世
紀
の
初
頭
と
な

る
。

足
　
立
　
川
　
柳

野
谷
竹
路
　
選

申
告
を
終
え
て
安
堵
の
浅
い
春

春
風
が
心
に
重
い
花
粉
症

少
年
の
昔
と
今
を
つ
い
比
べ

名
工
の
こ
け
し
並
べ
て
旅
が
好
き

パ
ソ
コ
ン
へ
老
い
の
回
路
が
若
返
り

ア
イ
ド
ル
の
賞
味
期
限
を
売
り
急
ぐ

負
け
ん
気
が
縁
遠
く
す
る
適
齢
期

六
法
の
死
角
で
策
を
練
っ
て
み
る

た
け
な
わ
の
宴
を
酒
乱
が
白
け
さ
せ

長
す
ぎ
る
挨
拶
司
会
に
叱
ら
れ
る

祝
　
子

は
じ
め

ひ
ろ
枝

き
く
子

さ
と
子

成
　
近

進
英
一

健
　
司

た
ろ
う

こ
こ
ま
で
掲
げ
た
資
料
は
い
ず
れ
も
明
治
に
入
っ

て
か
ら
の
文
書
で
、
地
元
の
も
の
で
あ
る
が
、
千
住

の
ヤ
ッ
チ
ャ
バ
に
つ
い
て
は
、
他
の
場
所
で
も
記
録

が
見
出
せ
る
。

著
名
な
江
戸
時
代
の
文
政
5
年
（
一
八
二
二
年
）

成
立
の
幕
府
編
さ
ん
に
よ
る
「
新
編
武
蔵
風
土
記
」

で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

…
宿
並
間
数
千
二
百
五
十
六
間
。
其
左
右
二
旅
亭
・

商
家
軒
ヲ
ナ
ラ
ベ
テ
旅
人
絶
ル
コ
ト
ナ
ク
、
尤
賑

ハ
ヘ
リ
。
享
保
ノ
頃
ヨ
リ
毎
朝
市
ヲ
タ
テ
、
五
穀
・

野
菜
ヲ
ヒ
サ
ク
モ
ノ
日
二
盛
ナ
リ
。
故
二
明

和
年
中
ヨ
リ
各
其
問
屋
ヲ
立
テ
税
ヲ
欽
ム
。
…

こ
の
記
述
に
よ
る
と
享
保
年
間
に
市
が
は
じ
ま
り
、

一
八
世
紀
も
半
ば
の
明
和
年
間
に
い
た
っ
て
市
場
と

し
て
の
納
税
を
行
う
公
式
な
市
場
と
な
っ
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

今
ひ
と
つ
成
立
年
の
参
考
と
な
る
資
料
が
あ
る
。

明
治
の
東
京
府
が
記
録
し
た
千
住
組
魚
問
屋
に
関
す

る
資
料
で
あ
る
（
「
東
京
諸
問
屋
沿
革
誌
巻
二
」
、
東

京
都
公
文
書
館
蔵
。
『
江
戸
東
京
問
屋
史
料
　
諸
問

屋
沿
革
誌
』
、
一
九
九
五
年
、
所
収
）

…

略

…

一
、
寛
永
八
辛
未
年
、
当
時
同
業
者
八
名
ヨ
リ
冥

加
ノ
為
メ
毎
歳
七
月
十
五
六
日
幕
府
へ
川
魚
鯉

鮒
ヲ
献
納
ス
、

…

略

…

本
資
料
に
よ
る
と
川
魚
問
屋
は
寛
永
八
年
と
い
う

一
七
世
紀
前
半
に
は
冥
加
金
を
上
納
し
て
川
魚
問
屋

と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
資
料
上
に
見
え
る
成
立
年
代
は
実
に

様
々
で
あ
る
。
信
憑
性
と
い
う
点
に
限
っ
て
考
え
て

み
て
も
、
同
時
代
資
料
を
優
先
す
れ
ば
、
「
新
編
武

蔵
風
土
記
」
　
の
享
保
年
間
説
が
信
用
度
が
高
い
し
、

資
料
の
性
格
（
実
用
文
書
か
記
録
類
か
と
い
う
点
な

ど
）
　
か
ら
見
た
場
合
は
、
今
回
掲
出
し
た
故
福
島
氏

の
収
集
資
料
が
信
憑
性
が
高
く
な
る
。
し
か
も
、
福

島
氏
の
収
集
資
料
で
も
、
年
代
に
異
同
が
あ
る
と
い
っ

た
具
合
で
あ
る
。

■
謎
の
成
立
年
代
　
こ
の
よ
う
に
諸

記
録
に
異
同
が
あ
り
、
ヤ
ッ
チ
ャ
バ

の
成
立
年
代
は
な
か
な
か
確
定
で
き

な
い
。
前
ペ
ー
ジ
の
明
治
3
0
年
の
資

料
は
「
旧
記
及
故
老
ノ
説
二
徴
ス
ル

ニ
」
と
、
記
録
頬
や
年
輩
者
へ
の
聞

き
取
り
調
査
を
行
っ
た
上
で
年
代
を

記
し
て
い
る
上
に
、
3
4
人
の
問
屋
衆

の
署
名
連
印
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
当

時
の
共
通
認
識
と
な
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
も
の
の
、
同
年
代
に
作
成

さ
れ
、
性
格
も
ほ
ぼ
同
じ
「
蓮
根
・

慈
姑
問
屋
特
約
」
　
で
は
異
な
る
年
代

が
記
さ
れ
て
い
る
。

御
存
知
の
よ
う
に
昭
和
2
0
年
（
一

九
四
五
年
）
　
の
空
襲
で
、
千
住
河
原

町
一
帯
は
大
打
撃
を
受
け
た
。
多
く

の
資
料
が
焼
失
し
て
お
り
、
新
規
の

資
料
発
掘
は
困
難
と
考
え
ら
れ
る
。

読
者
諸
賢
は
、
世
に
名
高
い
千
住

の
ヤ
ッ
チ
ャ
バ
が
、
い
つ
頃
成
立
し

た
と
お
考
え
で
あ
ろ
う
か
。
江
戸
時

代
か
ら
栄
え
て
い
た
こ
と
は
確
か
で

あ
る
が
、
そ
の
成
立
年
代
は
謎
に
包

ま
れ
て
い
る
。
よ
く
歴
史
を
語
る
と

き
、
何
年
に
成
立
し
た
と
述
べ
て
伝

統
を
語
る
が
、
ヤ
ッ
チ
ャ
バ
に
つ
い

て
は
斯
様
に
難
し
い
。

市
場
と
宿
場
は
、
千
住
の
二
大
特

徴
で
あ
る
。
宿
場
と
し
て
の
成
立
は
、

様
々
な
資
料
か
ら
寛
永
2
年
（
一
六
二
五
年
）
　
が
一

つ
の
画
期
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、

市
場
に
つ
い
て
は
未
解
明
。
こ
れ
を
解
決
す
る
に
は

多
く
の
人
の
検
証
と
研
究
が
必
要
で
あ
る
。
諸
賢
の

御
説
を
ぜ
ひ
と
も
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
。（

編
集
部
）

雑
記

▼
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
塚
川

博
「
戦
国
武
将
宮
城
氏
と
足
立
」

は
紙
幅
の
都
合
で
次
号
ま
で
お
待

ち
卜
さ
い
。
▼
千
住
の
市
場
は
、

い
っ
た
い
何
時
頃
成
立
し
た
の
か
？
　
議
論
が
必
価
等

ぜ
ひ
御
智
恵
を
お
寄
せ
F
さ
い
。


